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 評価できる点 
多くの種類の潜伏 HIV-1再活性剤 gnidimacrin(GM)化学誘導体及び化学合
成に成功したことは、今後の潜伏 HIV 再活性化剤の開発創製に期待できる成
果として評価できる。 

 
 疑問点、改善すべき点 
論文化や薬剤の構造特許出願等、今後の創薬に向けて活性評価や化合物の安

定供給に関する研究の継続が望まれる。 
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